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湖国が滋る・水と緑の街づくり
公益社団法人

　陽明園は、中国浙江省余姚市と、滋賀県安曇川町との友好交流を記念して建
設された中国式庭園。建築材料のほとんどが中国から輸入されたもので、中国
における代表的な庭園を参考にして建設された。周りの田園風景とのギャップに
ひときわ異彩を放つ庭園。� （滋賀県観光情報HPより抜粋）
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　水口会場：アルプラザ水口、安曇川会場：フレンドタウン安曇川にて開催しました。
　建築士の役割、建築士会の存在を広く県民の方にPRするため、昨年に引き続き、今年度も滋賀県
建築士会「うちわ」を耐震啓発パンフ、女性委員会広報パンフとともに配布しました。東日本大震災
以後、「耐震」より「節電」が大きく取り沙汰され、原発の再稼働問題で昨年にも増して、関西圏で
はより一層の節電が求められる中、「うちわ」は今年も好評で、会場内では建築士会うちわをパタパタ
されている方でいっぱいでした。
　今後も県内各地をくまなく回り、県内全般に広く、「建築士」をアピールしていきたいと思います。

平成24年度　「建築士の日」フェスティバル事業報告
まちづくり委員会

　詳細はプロバイダーにお問い合わせください。

８月１日以降のＣＰＤ認定プログラム情報

地　域 日　時 認定プログラム名 プロバイダー名 会　　　場 単位
滋賀県 2012年 8 月 4 日 第５回　技術評価を分析する 公益社団法人滋賀県建築士会 長浜建設会館 6
滋賀県 2012年 8 月 4 日 建築士のための水まわりセミナー 公益社団法人滋賀県建築士会 TOTO草津ショールーム 2
滋賀県 2012年 8 月 4 日 建築士のための水まわりセミナー 公益社団法人滋賀県建築士会 TOTO彦根ショールーム 2
滋賀県 2012年 9 月16日 平成２４年度「日本伝統建築技能研修（前期）」講座 日本伝統建築技術保存会 西日本会場 8
滋賀県 2012年 9 月16日 平成２４年度 日本伝統建築 棟梁研修講座 日本伝統建築技術保存会 米原会場 8
滋賀県 2012年 9 月17日 平成２４年度「日本伝統建築技能研修（前期）」講座 日本伝統建築技術保存会 西日本会場 6
滋賀県 2012年 9 月17日 平成２４年度「日本伝統建築技能研修」講座 日本伝統建築技術保存会 米原会場 6
滋賀県 2012年10月 8 日 平成２４年度「日本伝統建築技能研修（前期）」講座 日本伝統建築技術保存会 西日本会場 6
滋賀県 2012年10月 8 日 平成２４年度 日本伝統建築 棟梁研修講座 日本伝統建築技術保存会 米原会場 6
滋賀県 2013年 1 月13日 平成２４年度「日本伝統建築技能研修（前期）」講座 日本伝統建築技術保存会 西日本会場 8
滋賀県 2013年 1 月13日 平成２４年度 日本伝統建築 棟梁研修講座 日本伝統建築技術保存会 米原会場 8
滋賀県 2013年 1 月14日 平成２４年度「日本伝統建築技能研修（前期）」講座 日本伝統建築技術保存会 西日本会場 6
滋賀県 2013年 1 月14日 平成２４年度 日本伝統建築 棟梁研修講座 日本伝統建築技術保存会 米原会場 6
京都府 2012年 8 月11日 古民家鑑定士認定講習 一般社団法人住まい教育推進協会 会場調整中 3
京都府 2012年 9 月 8 日 施工図の見方・書き方に関する講習会 社団法人　京都電業協会 京都産業会館　2階「第3会議室」 3
京都府 2012年10月13日 平成24年度京都景観エリアマネジメント講座・基礎講座「第1回基礎理論」 特定非営利活動法人京都景観フォーラム 京都市景観・まちづくりセンター（「ひと・まち交流館京都」地下１階） 3
大阪府 2012年 8 月 2 日 基礎から学べる構造設計シリーズ　RC造　基礎Ⅰコース（１日目／２日コース） 一般財団法人日本建築センター 大阪府建築健保会館 6
大阪府 2012年 8 月 3 日 2012年改訂版　木造住宅の耐震診断と補強方法講習会 一般財団法人　日本建築防災協会 大阪会場 6
大阪府 2012年 8 月 3 日 基礎から学べる構造設計シリーズ　RC造　基礎Ⅰコース（２日目／２日コース） 一般財団法人日本建築センター 大阪府建築健保会館 6
大阪府 2012年 8 月10日 無料建築相談事例について 社団法人 大阪府建築士事務所協会 社団法人　大阪府建築士事務所協会 1
大阪府 2012年 8 月23日 2012年改訂版　木造住宅の耐震診断と補強方法講習会 一般財団法人　日本建築防災協会 大阪会場 6
大阪府 2012年 8 月25日 無料建築相談事例について 社団法人 大阪府建築士事務所協会 社団法人　大阪府建築士事務所協会 1
大阪府 2012年 8 月28日 プロのノウハウ講座　『現場直伝！躯体工事の100ポイント』 社団法人日本建築協会 社団法人　大阪府建築士会 2
大阪府 2012年 9 月 4 日 ２０１２年改訂版　木造住宅の耐震診断と補強方法講習会 一般財団法人　日本建築防災協会 大阪会場 6
大阪府 2012年 9 月 5 日 ＪＩＡデザイントーク2012（第2回） （社）日本建築家協会近畿支部 大阪市中央公会堂　大会議室 2
大阪府 2012年 9 月 6 日 基礎から学べる構造設計シリーズ　RC造　基礎Ⅱコース（１日目／２日コース） 一般財団法人日本建築センター 大阪府建築健保会館 6
大阪府 2012年 9 月 7 日 基礎から学べる構造設計シリーズ　RC造　基礎Ⅱコース（２日目／２日コース） 一般財団法人日本建築センター 大阪府建築健保会館 6
大阪府 2012年 9 月12日 自立循環型住宅設計講習会　準寒冷地版 一般財団法人建築環境・省エネルギー機構 大阪国際会議場　1202会議室 7
大阪府 2012年 9 月14日 無料建築相談事例について 社団法人 大阪府建築士事務所協会 社団法人　大阪府建築士事務所協会 1
大阪府 2012年 9 月18日 平成24年調査研究発表会（大阪） 公益社団法人日本鉄筋継手協会 エル・おおさか 2
大阪府 2012年 9 月25日 建築仕上げリフォーム技術研修（第1日目） 財団法人建築保全センター 新梅田研修センター 7
大阪府 2012年 9 月25日 電気設備に関する実務教育講座（大阪） 社団法人建築設備技術者協会 エル・おおさか（大阪府立労働センター）　6階 606 6
大阪府 2012年 9 月26日 建築仕上げリフォーム技術研修(第2日目） 財団法人建築保全センター 新梅田研修センター 7
大阪府 2012年 9 月27日 建築仕上げリフォーム技術研修（第3日目） 財団法人建築保全センター 新梅田研修センター 7
大阪府 2012年 9 月28日 建築仕上げリフォーム技術研修（第4日目） 財団法人建築保全センター 新梅田研修センター 5
大阪府 2012年 9 月29日 無料建築相談事例について 社団法人 大阪府建築士事務所協会 社団法人　大阪府建築士事務所協会 1
大阪府 2012年10月 1 日 工事施工管理要領（建築）講習会 一般社団法人公共建築協会 エルおおさか 3
大阪府 2012年10月 2 日 工事施工管理要領（機械）講習会 一般社団法人公共建築協会 エルおおさか 2
大阪府 2012年10月 2 日 工事施工管理要領（電気）講習会 一般社団法人公共建築協会 エルおおさか 2
大阪府 2012年10月 5 日 基礎から学べる構造設計シリーズ　Ｓ造　基礎Ⅰコース（１日目／２日コース） 一般財団法人日本建築センター 大阪府建築健保会館 6
大阪府 2012年10月 6 日 基礎から学べる構造設計シリーズ　Ｓ造　基礎Ⅰコース（２日目／２日コース） 一般財団法人日本建築センター 大阪府建築健保会館 6
大阪府 2012年10月12日 無料建築相談事例について 社団法人 大阪府建築士事務所協会 社団法人　大阪府建築士事務所協会 1
大阪府 2012年10月18日 鉄筋継手の品質確保のための施工管理 公益社団法人日本鉄筋継手協会 エル・おおさか 3
大阪府 2012年10月25日 給排水衛生設備に関する実務教育講座（大阪） 社団法人建築設備技術者協会 エル・大阪 6
大阪府 2012年10月25日 避難安全検証法（検証法の概要、事例及び計算演習）講習会 一般財団法人日本建築センター 大阪府建築健保会館 6
大阪府 2012年10月26日 基礎から学べる構造設計シリーズ　Ｓ造　基礎Ⅱコース（１日目／２日コース） 一般財団法人日本建築センター マイドームおおさか 6
大阪府 2012年10月27日 基礎から学べる構造設計シリーズ　Ｓ造　基礎Ⅱコース（２日目／２日コース） 一般財団法人日本建築センター マイドームおおさか 6
大阪府 2012年10月27日 無料建築相談事例について 社団法人 大阪府建築士事務所協会 社団法人　大阪府建築士事務所協会 1

※他府県の情報は、（公社）滋賀県建築士会のホームページの【建築士会継続能力開発（CPD）制度】からご覧いただけます。

継続能力開発委員会

平成24年６月30日（土曜日）　10：00～
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副会長退任ご挨拶 ―― 松山　有信
　平成21年度より３年間副会長を務めさせていただきました。会長をはじめ皆様方のご指導やご支援により無事勤めを終えさ
せていただきましたが、これといった貢献もできず申し訳なく思っております。
　また、先に行われました総会において、感謝状までいただき恐縮しているところでございます。
　滋賀県建築士会は、会員の皆様方の献身的なご活躍により、建築士の地位向上や社会貢献活動等に積極的に取り組ま
れていることにあらためて敬意を表します。

　今回、副会長を退任させていただき、今後は一会員として建築士会に関わらせていただきますが、滋賀県建築士会のますますの発展と、
会員の皆様方のご活躍を祈っております。
　大変お世話になりありがとうございました。

平成24年度　役員改選のご報告

　高知県の山あいの町 梼
ゆす

原
はら

町は愛媛県との県境で竜馬が脱藩した地としても知られており森林面積が90％を占める山々に囲まれた人口
4000人ほどの町。ここで風力発電をはじめ、木質バイオマス、小水力発電、太陽光発電など自然エネルギーによる町づくりが行われている。
　同町の庁舎や雲の上ホテルなどは隈研吾氏の設計で建築士にとって興味のある建築物を有している。
　環境モデル都市として平成21年には国より認定書が授与されております、高知県梼原前町長　中越　武
義氏をお迎えし、講演会を開催します。これらの取り組みや経緯など大変貴重なお話が聞けると思います。

●開 催 日 時：平成24年９月12日㈬　13：30～16：00
●開 催 場 所：ライズヴィル都賀山　守山市浮気町300-24　TEL077-583-7181
●定　　　員：100名　　●ＣＰＤ単位：２単位
●講　　　師：高知県梼原前町長　中越　武義氏
●タイムスケジュール：13：30～14：00　エコ関連のブースオープン
　　　　　　　　　　　14：00～14：45　梼原町の事業説明
　　　　　　　　　　　14：45～16：00　中越氏の講演及び対談
●参　加　費：会員　500円、非会員　1,000円

『自然エネルギーによるまちづくり』講演会のご案内

お名前 種　別 地域名（会員のみ記入） 連絡先携帯

会員・非会員

『自然エネルギーによるまちづくり』講演会申込書

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉

９/12㈬

会員増強特別委員会

副会長就任ご挨拶 ―― 纓坂　和哉
　このたび副会長を拝命させていただくこととなりました、大津地区の纓坂和哉（おさかかずや）です。前副会長の退任を
受け、任期途中ではございますがご指名をいただきました。このような大役は自分にとってあまりにも過分ではございますが、
自分なりに精一杯つとめさせていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　私が建築士会に入会させていただいた頃は、住宅着工も右肩上がりで、県内でも次 と々住宅団地が開発されていた時期
でした。そのような大変忙しいときではありましたが、私は建築士会の青年部でソフトボールの近畿大会へ連れて行っていた

だき、優勝できたことがすごく思い出に残っています。
　その後のバブル崩壊や大震災、耐震偽装事件や数多くの法改正など経て現在があるわけですが、少しでも多くの建築士の方、とりわけ
若手建築士の方には、何か思い出や経験をこの建築士会で積んでいただき、普段のお仕事の糧にしていただければと思います。
　今年は「公益社団法人元年」です。新しい1ページが、将来の思い出に残る大切な1ページとなるよう、山本会長を始め多くの方 と々と
もにがんばってまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

常務理事就任にあたって ―― 山中　　誠
　６月20日の平成24年度第１回理事会で常務理事に選任いただきました湖南地域会の山中誠です。身の引き締まる思いをし
ております。
　４月１日より本会は「公益社団法人滋賀県建築士会」として新たなスタートをしましたし、私も初心者マークでのスタートです。
　会員の皆様や役員の方々のサポートを期待して、微力ではありますが本会の発展のため頑張っていきたいと思っております。
　今後とも会員の皆様のより一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。
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　滋賀地域貢献活動センターは、滋賀県建築士会会員が参画する県内の地域貢献活動を支援し、地域社会の発展
に寄与することを目的としております。
　当センターでは、建築士と共に９つの視点でまちづくり、地域活動をしている、またはしようとしているグループに活動
費の助成や、技術・情報などの支援をしています。

助　成　金　◎１件の限度額：30万円かつ事業費の1/2
　　　　　　◎本年度総助成額：90万円

助成の条件　◎建築士会の会員２名以上が参画し建築士として職能を活かした活動グループ
　　　　　　◎営利を目的としない地域貢献活動グループ
　　　　　　◎平成25年２月28日までに報告書等の提出を行うこと
　　　　　　◎他の助成金を受けている場合は、助成を受けられない場合があります。

申請書の提出　◎助成を申請する団体は、「地域貢献活動基金助成申請書」等にその他必要書類を添付して、公益
社団法人滋賀県建築士会事務局に提出してください。申込書は滋賀県建築士会ホームページの地
域貢献活動センター応募手続きからダウンロードできます（36KB）

提 出 期 間　◎助成申請の応募は平成24年８月31日（平成24年度限定）まで受け付けております。
　　　　　　※来年度の申請予定についても相談に応じます。

問い合わせ　公益社団法人滋賀県建築士会　TEL：077-522-1615　　FAX：077-523-1602
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：shiga-sa@mx.bw.dream.jp

建築士が参画する　地域貢献活動助成金　申請グループ募集�

地域の
まちづくり

歴史的遺産の
保存及び再生 景観の保全

その他
地域活性化
社会サービス等

自然環境の
保全・整備地域防災地域住宅

づくり

福祉環境の
整備

居住環境の
保全・改善

地域貢献活動センター委員会

　今年も、もちろん、参加致します、第22回「2012びわこペーロン大会」（８月19日㈰開催）。間近に迫ってまいりました。
ここのところ成績は中だるみ状態ではありますが、今年は近畿の女性建築士の皆さんにもご参加頂き、女性委員会とし
て１０人漕ぎで初参戦しますので心機一転、上位を目指す心意気でおります。また年々大きな盛り上がりを見せる好評の
BBQも準備を進めております。我 と々びわこの湖上で一緒に汗をかいていただける方、岸で熱い応援をしていただける
方、再度募集致しますので、ふるってご応募下さいますようお願い致します。
●開催日：８月１９日㈰　AM７：00～（８：00～開会式）
●開催場所：大津市湖岸なぎさ公園　サンシャインビーチ
●参加費：3,000円（昼食代）　●申込締切：８月10日㈮

びわこペーロン大会『応援よろしくお願いします』

ご　氏　名 ご　連　絡　先　

「2012びわこペーロン大会」参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉

青年委員会・
女性委員会より

８/19㈰
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女性委員会
平成24年度　公益社団法人 滋賀県建築士会

女性委員会全員会議開催の報告
　平成24年７月７日 午前10時から愛知郡愛荘町長野の藤居本家様店舗２階欅の大広間で、
本部より伊藤光男副会長、彦根地域会より代表菊川太嗣氏にご参加して頂き平成24年度 公益社
団法人 滋賀県建築士会 女性委員会全員会議が開催されました。
　伊藤副会長、菊川彦根地域会代表、女性委員会初代委員長の有村さんよりご祝辞を賜り、歴
代委員長で相談役でもある諸川さん、田井中さんよりご挨拶を頂きました。
　続けて、平成23年度事業報告・平成24年度事業計画・女性委員会の内規の件と議案が淡 と々
進められました。
　女性委員会内規に『女性建築士の技術向上と社会との連携及び相互の交流と親睦を図り、女
性の感性と情熱を持って本会の発展に寄与することを目的とする』と有ります。女性建築士の皆様
次回はぜひ《交流と親睦》を図りに参加して下さい。
　私たち女性委員会は昨年創立20周年を迎えました。20年前の女性委員会発足の基点がこの藤
居本家であったことは感慨深いことです。藤居本家様・有村さん、この様な素敵な場所を使用さ
せて頂き有難うございました。� （H. T）

女性委員会
活動報告

Doシリーズ№62　総ケヤキ建築の魅力をさぐる
～伝統ある酒蔵をたずねて～

　去る、７月７日七夕の日に、創業天保２年の伝統ある藤居本家さんの独創的な総ケヤキ造りの酒蔵や、有形文化財の本家
住宅を見学させて頂きました。
　まず驚いたのは、駐車場に車を止めさせて頂くと、その奥に『御手洗い』と書いた大きな建物があり、入口正面には大きな柱
を中心に創作された鏡がバランスよく配置されてある今まで見たことのないお手洗いでした。
　本家さんの中に入らせて頂いて柱の大きさなど目を引く所はたくさんありましたが私が一番感動したのは、説明・案内役をして
下さった有村章子さんのお話でした。
　上品でやさしい言葉の中に、女性が社会で認められる仕事をされてこられたこと、そのひとつひとつにすごく勉強させられました。
　当日は、会員の方が16名、会員外の方５名とミニコンサートで琴の演奏をして頂いた若葉会の方６名の合計27名の方が参加
されました。
　七夕らしいお菓子とお茶を頂いて、物語になった素敵な琴と篠笛の演奏を聴き、とても感激しました。
　私は今回初めて女性委員会の事業に参加させて頂きましたが皆さんに気さくに声をかけて頂いたおかげで本当に一日を有意
義に過ごすことができました。今後も女性委員会の事業に是非参加させていただきたいと思います。� （H. M）

全
員
会
議
集
合
写
真

全
員
会
議

フリーディスカッションの様子 若葉会のミニコンサート酒蔵の見学 店舗二階 欅の間で有村さんの講演 有形文化財本家・座敷の見学

青年委員会 第８回 ゴルフコンペ開催
　７月７日㈯に名神竜王カントリー倶楽部にて

「第８回ゴルフコンペ」を開催いたしました。
　前日までは全国的な大雨と天候も荒れており、
スムーズな開催が危ぶまれておりましたが当日は
奇跡的ともいえる天気で無事にコンペを終えること
ができました。22名のご参加、ありがとうございま
した。優勝は大澤隆様でした。今後もコンスタン
トに開催いたしますのでご参加の方よろしくお願
いいたします。
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　見た人の心象を左右するウェブサイトやロゴマークは、今では企業や店舗、
団体の顔になっている。草津市大路のデザイン会社「でじまむワーカーズ」に
勤める佐野さんが、そうしたデザインを考える上で最も大切にしているのは「依
頼主と対話すること」だという。様 な々質問を投げかけ、返って来る言葉にじっ
と耳を傾けるひたむきな姿勢には、クライ
アントに負けない熱意がみなぎる。
　短大を卒業して２年間、フリーのイラス
トレーターとして活動し、同社に入った。
以来、数々の仕事をこなす中で2009年
２月にデザイナーとして大きな影響を受け
る仕事と出会った。東近江市佐野町にあ
る古い麻織物工場を再生し、滋賀の手
仕事の発信基地とする「ファブリカ村」
のウェブサイト、ロゴマーク、パンフレット、
ショップカードなどの制作すべて任された。
とはいっても建物はこれから。何を置き、何を見せて、何をするのかなども決まっ
ていなかった。唯一、クライアントの情熱だけが熱くたぎっていた。
　「最初は戸惑いました。でも、とにかく知ることから始めようと思いました」。
作家や職人との出会いは刺激に満ちていた。バイタリティーあふれる女性も多

く、人生の先輩として、また女性としての憧れも抱いた。何を感じ、どんなことを考えているのかを聞きたくて何度も足を
運んだ。ロゴマークは六つの菱形を集合させて円で囲んだ形を基本にデザインし、麻の葉の形や同じ志を持つ仲間、
太陽など、聞き取りを元にした五つのイメージを込めた。ウェブサイトやパンフレットにはイラストを多用し、これから生まれ
る事へのワクワク感を表現した。10月に建物が完成し、オープンを
迎えた日の感動は忘れられない。「一緒につくり上げた喜びでいっ
ぱいでした。プロジェクトの一員として参加できたような気がしてうれ
しかった」という。
　ファブリカ村の仕事で学んだのは、対話からデザインが生まれると
いうこと。それまではクライアントにデザインの答えを求めるようなとこ
ろがあり、自分で自分を縛っていたという。そのことに気付き、「な
んて自由なんだろうと解放された気分でした」と振り返る。以後、
仕事はますます充実した。人々の情熱に触れるのが面白く、関わる
人にはなるだけ会うようにしている。「要領が悪いかもしれないけど、
これが私のやり方かな」。滋賀のものづくりや地域を耕す活動をする
グル―プの仕事が舞い込むことが多く、生まれ育った滋賀について
知ることが楽しい。「湖西、湖東、湖北、まだまだ知らない地域がいっぱいです。地域の特性や歴史、その場所で頑張っ
ている人に出会いたい。そしていつか、それぞれを繋げるようなことができたらうれしいです」と笑った。（取材：M. Y）

第三者が見た時にどう感じるかも大切にし、専
門的になりすぎないように文章にも気を配ってい
る。

やわらかな感性で生み出される佐野さんの作品。

佐
さ

野
の

　絵
え

美
み

さん
1980年、大津市生まれ。京都芸術短期
大学卒業。１児の母。家と仕事、２つ
もすることがあって “もうけもん” と日々楽
しむ。守山市在住

第11回　ウェブデザイナー 佐野　絵美さん

対話から生まれるデザイン
─ アイ・ 湖国びとの愛情視線 ─
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　百貨店、ホテル、映画館などの特殊建築物等で特定行政庁が指定した建築物については、建築基準法第12条第１項
により定期に調査をして特定行政庁へ報告することが義務付けられています。
　この調査業務を行うのが「特殊建築物等調査資格者」です。この資格者は建築基準法第12条第２項に基づく国等の
公共建築物の定期点検も行うことができます。是非この講習を受講し、特殊建築物等調査資格者となりましょう。
　１級建築士、２級建築士の方は法律的には定期調査・報告業務を行うことができますが、既存建築物の調査方法等
を修得するため、講習会の受講をおすすめしています。
講習開催地・開催期日・会場・定員（講習は述べ４日間。毎日午前９時～午後５時まで）

開催地 開　催　期　日 会　　場 定　員
東京第１ 10月２日㈫～10月５日㈮ 大手町サンケイプラザ３階会議室 千代田区大手町１-７-２ 320名
福 岡 10月30日㈫～11月２日㈮ 福岡中小企業振興センター３階会議室 福岡市博多区吉塚本町９-15 120名
大 阪 11月13日㈫～11月16日㈮ 大阪国際交流センター２階大会議室 大阪市天王寺区上本町８-２-６ 250名
名 古 屋 11月27日㈫～11月30日㈮ 名古屋栄ビルディング12階大会議室 名古屋市東区武平町５-１ 180名
東京第２ 12月４日㈫～12月７日㈮ 大手町サンケイプラザ３階会議室 千代田区大手町１-７-２ 320名

会場の選択は受講者の自由です
受講資格・詳細・お申し込みは　一般財団法人 日本建築防災協会　まで
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/workshop/shikakukoushu.html

平成24年度「特殊建築物等調査資格者講習」ご案内

　平成20年11月28日に施行された新建築士法の規定により、建築士事務所に所属する一級建築士、二級建築士又は木造建
築士の方は、３年毎に国土交通大臣の登録を受けた登録講習機関が行う、一級建築士定期講習、二級建築士定期講習又
は木造建築士定期講習を受ける事が義務付けられています。（なお、施行日以降に建築士試験に合格した方で建築士事務所
に所属した建築士の方は、その合格日の属する年度の翌年度の開始の日から起算して３年以内に建築士定期講習を受講すれ
ばよいこととなります。）
　登録講習機関 財団法人 建築技術教育普及センター の講習会を担当する 公益社団法人 滋賀県建築士会の平成24年度の
建築士定期講習の日程をおしらせさせていただきます。
【講習日・講習会場について】
　平成24年度　第２期　講習日：９月26日㈬　講習会場：ビバシティー彦根 （受付中）
　平成24年度　第３期　講習日：12月５日㈬　講習会場：ピアザ淡海 （10月頃受付予定）
　平成24年度　第４期　講習日：２月17日㈰　講習会場：未定 （彦根開催）
■受講申込関係書類の配布・申込みにつきましては下記まで
　公益社団法人 滋賀県建築士会　〒520-0801 大津市におの浜１-１-18　滋賀県建設会館３階　　 TEL：077-522-1615
　受講手数料 （テキスト代含む）　12,900円 （消費税含む）

平成24年度所属建築士定期講習のご案内 （第2期彦根会場　受付中）
渉外事業委員会

　平成24年７月１日より、「関西国際空港及び大阪国際空港の一体的かつ効率的な設置及び管理に関する法律」に基
づき、大阪国際空港の設置管理者は国土交通省から新関西国際空港株式会社に変わりました。
　お問い合わせ先が下記のとおりとなっておりますので、お知らせ致します。
⃝お問い合わせ先　新関西国際空港株式会社　　TEL：06-4865-9567　　FAX：06-4865-9595

空港周辺における航空法に定める建造物等設置の制限問い合わせ窓口の変更について

地区だより

防災訓練にむけて

　大津地区と湖西滋賀地区は、もしもの災害がおこり避難所
を開設する必要が生じた際に、それに先立って避難所となる
施設の安全を確認する「セーフティチェック」の協定を大津
市と結んでおります。9月に開催される市の総合防災訓練に

大津地区 向けた調整会議が6月29日、開催されました。
　セーフティチェックの概要は昨年までに一旦まとまりましたが、
東日本大震災をふまえて
市の防災計画が見直され
たことにより、今年新たに
ルールづくりが必要となっ
ています。
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おうみ賢人 中江　藤樹（安曇川町）
　江戸時代初期の儒学者。数多くの得行によって、没後に “近江聖人” とたたえられ、その
思想の特徴から “日本陽明学の祖” といわれている。
　名は原（げん）、字は惟命（これなが）、通称は与右衛門（よえもん）。近江国小川村（現
在の滋賀県高島市安曇川町上小川）に生まれ、９歳で伯耆国（ほうきのくに･現在の鳥取県）
米子の加藤貞泰の家臣であった祖父・中江吉長の養子となる。
　その後、藩主の転封に従って伊予国（現在の愛媛県）大洲に移住。15歳で祖父が没した
後は、禄100石を受ける。
　27歳の時、郷里の母への孝養および身体の健康を理由に辞職を願い出るが許されず、脱
藩して郷里の小川村へ帰り、郷里では母に仕えつつ学問と教育に励み、庶民に居宅を開放し
て「良知心学」を教説した。その門人には、熊沢蕃山、淵岡山、泉仲愛、中川貞良・謙叔
らがいる。居宅に生えていた藤の老樹があったことから、“藤樹先生” と呼ばれるようになった。
� （高島市観光情報ＨＰより抜粋）

23 木 赤口
24 金 先勝
25 土 友引
26 日 先負
27 月 仏滅
28 火 大安
29 水 赤口
30 木 先勝
31 金 友引

1 水 先勝
2 木 友引
3 金 先負

4 土 仏滅
・あーき塾2012「建築士のための

水まわりセミナー」（TOTO草津
ショールーム・彦根ショールーム）

5 日 大安
6 月 赤口
7 火 先勝
8 水 友引

9 木 先負
・理事会15：00～（ビアンカ）
・諮問会議16：00～（ビアンカ）
・意見交換会17：30～（ビアンカ）

10 金 仏滅
11 土 大安
12 日 赤口
13 月 先勝
14 火 友引
15 水 先負
16 木 仏滅
17 金 大安
18 土 先勝
19 日 友引 ・2012びわこペーロン大会
20 月 先負
21 火 仏滅
22 水 大安

８月の暦

中江藤樹の銅板肖像画

滋賀県建築士会大津地区　柴山　直子氏

がんばれ湖国の建築士　№６
建築士は経済効率や企業利益だけで設計するなかれ。

　建築士を志して30年、ふと気がつくと思いの外、時が経っている。なぜ、建築士を選んだのか。親族に建築にたずさわる人
がいたこと、それと中学時代の社会科の先生が担当していた地理民族研究会というクラブの影響が大きい。先生の指導の下、
住民への聞き取り調査や神社などでの文献を調べるといった集落や都市調査をしていた。このように文字化すると何やらすごい
香りがするが、所詮は中学生レベルである。が、この研究会で、日本の集落や都市はそこに住む人々の生業と生活文化により
家屋や集落が形作られていることを、心の奥深くに刻み込まれていった。
　大津に縁を得て、県下の集落や都市を見るにつけ、刻み込まれた意識が表出してきた。このような集落や町が多くの諸先輩
である方々のたゆまぬ努力で、文化財や歴史的資源として評価され、町並みが観光資源となり、我が町大津でも旧東海道をバッ
クパッカーが歩いているのを見ると、我が町を大事にしていく必要性を実感する。
　しかしながら、我が町だけでなく、利便性が良く、地価の高い地方都市の駅から徒歩10分圏内は無秩序な民間開発による中
高層マンション建設のために、都市の個性や品格の低下、住環境や景観破壊という問題にさらされている。大学で学んだ頃の
集合住宅計画は、街のコンセプトやマスタープランといった広い視野に基づき、一定の秩序の中で計画されたものであった。建
築雑誌に掲載されている集合住宅も、建築士が町の文脈を読み取り、周辺になじませ、既存市街地の住環境を破壊するような
ものではなかった。複数の委員会やプロジェクト会議に参加する機会をいただいているが、ここに自分の思いがある。
　いまや京都洛中や大津百町等に、ニョキニョキと無秩序にできた中高層マンションは、旧大店の倒産跡地などにより生まれた規
模の大きな土地は、地価が高いため、容積率上限の分譲マンション事業でなければ
採算が合わないからという経済効率が優先され、無秩序に建てられているものがほと
んどである。住環境を破壊する中高層マンション事業をする企業に限って、「人と調和
する」、「豊かな環境を築く」といった真逆の美辞麗句を並べている。将来残される
負の遺産についてどのような責任を負うのだろうか。
　建築士として設計し建設される建物が、集落や町の秩序を乱していないか、そこに
住む人々の営みや住環境を破壊していないか、100年後の姿を見据えているか、今こ
そ、建築士は本来の良識を取り戻すべきである。これ以上、手遅れにならないうちに。 旧市街地に無秩序に建設される高層マンション


